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部門 新築 建物種別 住宅

建物名称 所在地 （未定）

用途 戸建住宅 延床面積 （未定） ㎡

設計者 積水ハウス株式会社 施工者 （未定）

事業期間 平成20年度

概評

参考図

省ＣＯ２技術と役割

　　　　通風シミュレーション

　太陽光発電、燃料電池、高効率機器の組み合わせでＣＯ２オフを実現するというハードでの取り組みに加

え、通風計算ソフトを用いたパッシブ設計など、ソフト面での取り組みも認められ、高いレベルの省ＣＯ２の

実現が期待できる。

CO２オフ住宅 積水ハウス株式会社

事業
概要

提案
概要

建物のパッシブ設計の思想、断熱化等の省エネ技術、燃料電池、太陽光発電の組み合わせにより、
快適な生活を損なうことなく居住段階のエネルギー消費に伴うＣＯ２排出量をゼロに近づける近未来住

宅

ＣＯ２オフ住宅

居住者へのコンサルテーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

太陽光発電システム

高効率
エアコン

高効率照明

高効率
多機能
便座

燃料電池

次世代基準を
超える断熱仕様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

太陽光発電システム

高効率
エアコン

高効率照明

高効率
多機能
便座

燃料電池

次世代基準を
超える断熱仕様Ａ Ａ

Ａ 

Ｂ 

Ｃ
Ａ 

省エネルギー技術 

建物の高断熱化と省エネルギー設備により、エ

ネルギー消費量をできるだけ低減する。 

Ｂ 
燃料電池 

給湯負荷と電力負荷をまかなう。 

Ｃ 
太陽光発電システム 

電力負荷をまかなう。余剰電力は売電すること

で、発電所の発電量を削減する。 

Ａ 

8




